
令和６年度家庭系焼却ごみ類組成等調査業務
●ごみ組成調査結果

資料３－４

R6年6月 R1年11月 R6.6とR1.11の差

番号 大分類 中分類 小分類 ％ ％ ポイント

1 手付かず食品 □ 5.58 5.97 ▲ 0.39

2 食べ残し □ 2.97 4.37 ▲ 1.40

3 料理くず、その他 ○ 18.52 23.16 ▲ 4.64

4 紙くず 紙くず（ﾘｻｲｸﾙ不可） ○ 23.13 15.01 8.12

5 紙おむつ ○ 10.80 9.47 1.33

6 繊維類（ﾘｻｲｸﾙ可能） ○ 1.74 2.75 ▲ 1.01

7 繊維類（ﾘｻｲｸﾙ不可） ○ 1.79 1.36 0.43

8
プラスチック容器包装を除く
プラスチック

プラマークがない袋、スポンジ、
ビニールひも、緩衝材　など ○ 1.76 0.94 0.82

9 その他 ゴム・皮革製品、割箸　ほか ○ 8.50 6.65 1.85

10 リサイクル可能
プラマークありで汚れが
少ないもの

△ 9.37 11.58 ▲ 2.21

11 リサイクル不可
プラマークありで汚れが
ひどいもの

○ 3.14 1.17 1.97

12 レジ袋 レジ袋 △ 1.34 0.76 0.58

13 ペットボトル類 ペットボトル ペットボトル △ 0.99 0.50 0.49

14 空き缶類 空き缶類 △ 0.06 0.25 ▲ 0.19

15 飲・食料用ガラスびん類 飲・食料用ガラスびん類 △ 0.09 0.10 ▲ 0.01

16 破砕ごみ類 破砕ごみ類 × 0.00 0.22 ▲ 0.22

17 陶器・ガラス類 陶器・ガラス類 × 0.34 0.41 ▲ 0.07

18 新聞・広告 新聞・広告 △ 2.70 2.03 0.67

19 段ボール 段ボール △ 0.58 1.08 ▲ 0.50

20 雑誌・雑紙 雑誌・雑紙 △ 6.57 12.18 ▲ 5.61

21 電池・ライター等 電池・ライター等 × 0.05 0.04 0.01

22 リチウムイオン電池 リチウムイオン電池 × 0.00 - -

100.00 100.00 -

※ ○：適正に分別排出されたもの　　□：食品ロスに関わるもの 特筆すべき項目

　 △：焼却ごみに排出された資源物　　×：間違って排出された不適物

合計

古紙類

その他

焼却ごみ類

プラスチック製
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10.34

青字：概ね5ﾎﾟｲﾝﾄ以上減少

赤字：概ね5ﾎﾟｲﾝﾄ以上増加

8.55

組成割合（全地域平均）袋容量 袋数 総試料重量

R6.6 15L,30L,45L 60 約160kg

R1.11 40L 168 約470kg

食品ロス

＜前回結果との比較について＞

改善が見られた点

● 「食品ロス」が1.79ポイント減少しており、計画のベンチマークに掲げるR1結果を下回っている。（R1：10.34％ ⇒ R6：8.55％）

● 「リサイクル可能なプラスチック」が2.21ポイント減少しており、焼却ごみ袋の有料化により、分別の意識が働いていると考えられる。

（R1：11.58％ ⇒ R6：9.37％）

● 「雑誌・雑紙」が5.61ポイント減少している。令和5年10月から焼却ごみ袋の有料化を実施したことと、古紙類の収集日を増やしたことにより、分別の意識が

働いていると考えられる。

（R1：12.18％ ⇒ R6:6.57％）

今後、周知啓発が必要と考えられる点

● 「リサイクル不可な紙くず」が8.12ポイント増加している。（R1：15.01％ ⇒ R6：23.13％）

⇒内容物を見ると、ペーパータオルや飲料パックが目についた。

● 「リサイクル不可なプラスチック」が1.97ポイント増加している。（R1：1.17％ ⇒ R6：3.14％）

⇒内容物を見ると、シャンプーの詰替え品や冷凍食品・レトルト食品の容器が多く目についた。

その他事項

● ごみ袋の容量に対してどれくらいのごみが入っていたかを示す平均投入率を見ると、R6はR1に比べ約9ポイント増加しており、世帯員数やライフスタイルに合った最適な

サイズの袋を購入していると考えられる。（R1：79.00％ ⇒ R6：88.03％）


